
施設方針

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
税
収

の
減
少
や
社
会
保
障
費
の
増
加
、
公

共
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

更
新
な
ど
、
不
安
定
な
財
政
状
況
に

陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
社
会

で
発
生
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
行
政
が
す
べ
て
を
対
応
す
る
こ

と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
資
源
や
人
材
を
有
効
に

活
用
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
取
り
組

み
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
第
６
次
白
石
市
総
合
計

画
」
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、「
地
域

づ
く
り
計
画
」
と
各
地
区
の
目
指
す

べ
き
将
来
像
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り

宣
言
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、「
第
６
次
白
石
市
総

合
計
画
」
に
掲
げ
る
重
点
戦
略
や
分

野
目
標
を
着
実
に
実
行
し
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
か
つ
総
合
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
効
率
的
な
組
織
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
組
織

の
一
部
再
編
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
新
た
な
ヒ
ト
・
モ

ノ
の
流
れ
を
生
み
出
す
施
策
と
し
て

進
め
て
い
る
「（
仮
称
）
白
石
中
央

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の

整
備
に
つ
い
て
、
国
か
ら
新
規
事
業

箇
所
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
が

一
層
の
成
長
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た

め
の
「
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
」
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
東
北
縦
貫

自
動
車
道
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
が

図
ら
れ
、
新
た
な
企
業
誘
致
の
実
現

や
企
業
活
動
の
支
援
を
は
じ
め
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
観
光
振
興
、

地
域
医
療
の
充
実
、災
害
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
企
業
誘
致
の
た
め
に
、

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
が
必
要
と

※�
施
政
方
針
の
全
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
整
備
と
一
体
的
に
、
工
業

団
地
を
造
成
し
、
企
業
進
出
→
雇
用

増
→
税
収
増
→
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還

元
と
、
好
循
環
の
創
出
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、

本
市
は
大
き
く
発
展
し
ま
す
。
そ
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
令
和
３
年
度

は
、
本
市
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
本
市
が
持
続
可
能

な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、「
第

６
次
白
石
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た

「
ひ
と
づ
く
り
」「
地
域
力
の
向
上
」

「
新
し
い
価
値
の
創
造
」
を
基
本
的

視
点
と
し
て
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

（
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
）
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
本
市
の
目

指
す
将
来
像
「
人
と
地
域
が
輝
き
、

と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
ま

ち　
し
ろ
い
し
」の
実
現
と
と
も
に
、

「
選
ば
れ
る
ま
ち
白
石
市
」
と
な
る

よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
人
と
地
域
が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を

創
造
す
る
ま
ち　
白
石
市
」
へ
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●「市民課」、「生活環境課」を統
合し、「市民生活課」に改称

　市民生活に関連する課を統合
し、市民の利便性の向上（収納
管理室を会計課前）を図ります。
問市民生活課　☎22-1312
●「企画情報課」、「地方創生対策
室」、「行政改革推進室」、「新型
コロナウイルス対策室」を統
合し、「企画政策課」に改称

　「第６次白石市総合計画」、「白
石市まち・ひと・しごと創生『第
２期総合戦略』」の推進や重要
政策の企画調整。白石市行財政
改革推進計画「集中改革プラン
［第４次改訂版］」に基づく、業
務の効率化や経費の節減・合理
化の推進。新型コロナウイルス
感染拡大防止に係る緊急経済対
策などの総合調整を行います。
問企画政策課　☎22-1324
●「ふるさと納税推進室」を新設
　利便性の確保や返礼品の充実
などを図るとともに、交流・関
係人口の拡大につなげます。
問ふるさと納税推進室
　☎22-1561
●「企画情報課」と「生涯学習課」
の活動・地域支援部門を統合
し、「まちづくり推進課」を新設

　「第６次白石市総合計画」の
各地区まちづくり宣言の実現に
向けた支援、都市間・姉妹都市・
国際交流などを推進するととも
に、移住定住促進施策を推進し、
関係人口の拡大を図ります。
問まちづくり推進課
　☎22-1327　

●「都市整備課」を「都市創造課」
に改称。「企業立地定住促進
課」、「スマートインターチェ
ンジ建設準備室」を「スマー
トインターチェンジ・企業
立地推進室」に統合

　新たなヒト・モノの流れを生
み出す「（仮称）白石中央スマ
ートインターチェンジ」の整備
を進め、周辺に新たな工業団地
を造成。企業誘致を加速させる
ことで、「企業進出→雇用増→

　令和３年度～12年度を計画期間とする「第６次白石市総合計画」に掲げる重点戦略や分野目標を着実
に実行し、時代の潮流や地域社会環境の変化に対応した新たなまちづくりを計画的かつ総合的に推進す
るとともに、市民サービスの向上、効率的な組織体制の充実・強化を図るため、組織の一部を再編します。

税収増→市民サービスに還元」
の好循環を生み出します。
問�都市創造課、スマートインタ
ーチェンジ・企業立地推進室
☎22-1325

●「デジタル推進課」を新設
　国や県のデジタル政策の流れ
に対応して、全庁的なデジタル
政策を推進し、業務の効率化を
図るとともに、市民サービスの
向上を図ります。
問デジタル推進課　☎26-8228

●市庁舎案内図（１～３階）

市庁舎１階　　　※１階は５月６日から次の場所に変更します。

市庁舎２階

市庁舎３階

　「第６次白石市総合計画」の積極的推進のために
令和３年４月１日から白石市の組織を一部再編します
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